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Abstract
This  study  seeks  to  illuminate  the  state  of  leadership  violence  in  high  school  sports  clubs  and  the 
athlete  perceptions  of  such  violence.  A  total  of  226  female  college  students  who  engaged  in  sports 
club  activities  in  high  school  responded  to  our  survey.
The  study  found  the  following：
（1）  28.8%  of  the  respondents  experienced  leadership  violence.  Many  of  those  who  experienced  vio-
lence  belonged  to  ball  game  clubs.
（2）  The  competence  of  athletes  who  experienced  violence  was  higher  than  those  who  did  not  experi-
ence  violence.
（3）  The  frequency  of  violence  was  higher  for  athletes  who  had  more  opportunities  to  compete  in 
games.  
（4）  Much  of  the  violence  took  the  form  of  slapping.  One  of  the  most  commonly  cited  reasons  was 
not  reaching  expectations.
（5）  Athletes  had  a  tendency  to  think  that  although  leadership  violence  was  frustrating，it  could  not 
be  helped  because  such  violence  was  a  result  of  their  own  failures.  Accordingly，participants 
tended  to  be  grateful  toward  leaders  for  inﬂicting  violence  because  they  felt  that  such  actions 
helped  them  grow  both  mentally  and  technically.
（6）  While  many  athletes  who  experienced  violence  believed  it  to  be  necessary  at  times，those  who 
did  not  experience  violence  believed  it  to  be  is  unnecessary.
（7）  It  is  highly  likely  that  many  of  the  survey  respondents，regardless  of  their  experience  with  lead-





































調査対象は，武庫川女子大学文学部健康 ･スポーツ科学科の 2 年生および 3 年生合計 226 名であった．
2．調査日時および方法




























それぞれに 5 点～ 1 点を与えて得点化した．
また，将来指導者になった時に暴力行為を行う可能性を明らかにするために，同様の 8 つの項目におい

















暴力行為を行った指導者は，男性監督が 49 名（75.4％）と最も高く，次いで女性監督 13 名（20.0％），男
性コーチ 3 名（4.6％）の順に高い値を示した．女性コーチは 0 名（0％）であった．
暴力行為をうけた頻度を学年別に見ると，「高校 3 年時」の平均得点が 2.92±1.18 と最も高く，次いで「高

























クラブ名 経験あり 経験なし 合計
バレーボール部 15（44.1%） 19（  55.9%） 34
ソフトボール部 5（41.7%） 7（  58.3%） 12
バスケットボール部 19（36.5%） 33（  63.5%） 52
ハンドボール部 5（35.7%） 9（  64.3%） 14
サッカー部 2（28.6%） 5（  71.4%） 7
体操部 4（25.0%） 12（  75.0%） 16
水泳部 3（25.0%） 9（  75.0%） 12
テニス部 6（24.0%） 19（  76.0%） 25
剣道部 1（20.0%） 4（  80.0%） 5
バドミンドン部 1（20.0%） 4（  80.0%） 5
陸上競技部 2（  9.1%） 20（  90.9%） 22
ダンス部 0（  0.0%） 7（100.0%） 7
その他 2（13.3%） 13（  86.7%） 15




平均得点 常に 時々 ない
高校 1 年生時 2.33±1.10 7（11.6%） 22（36.7%） 31（51.7%）
高校 2 年生時 2.88±1.28 19（29.7%） 20（31.2%） 25（39.1%）
高校 3 年生時 2.92±1.18 19（30.1%） 18（28.6%） 26（41.3%）
レギュラー 3.13±1.19 22（34.4%） 25（39.0%） 17（26.6%）
非レギュラー 1.73±1.11 6（11.8%） 5（  9.8%） 40（78.4%）
1．数値は回答件数（割合）を示す．























言われた事ができなかったから 4.05±1.18 54（83.0%） 4（  6.2%） 7（10.8%）
ミスを連発したから 3.80±1.39 48（75.0%） 3（  4.7%） 13（20.3%）
チームが不調なときに代表で 2.64±1.67 27（42.2%） 4（  6.2%） 33（51.6%）
原因不明だった 2.09±1.44 16（25.0%） 6（  9.4%） 42（65.6%）
質問に答えなかったから 2.08±1.29 14（22.2%） 10（15.9%） 39（61.9%）
反抗したから 1.86±1.28 9（14.1%） 9（14.1%） 46（71.8%）
学校規則を守らなかったから 1.68±1.19 7（11.1%） 7（11.1%） 49（77.8%）
部則を守らなかったから 1.17±1.13 6（  9.5%） 9（14.3%） 48（76.2%）
1．数値は回答件数（割合）を示す．








悔しい 4.13±1.16 52（80.0%） 6（  9.2%） 7（10.8%）
自分が悪い 3.88±1.05 48（73.8%） 10（15.4%） 7（10.8%）
落ち込む 3.36±1.42 35（54.7%） 10（15.6%） 19（29.7%）
指導者に腹が立つ 3.08±1.44 31（49.2%） 12（19.0%） 20（31.8%）
悲しい 3.02±1.55 29（45.3%） 9（14.1%） 26（40.6%）
気合が入る 2.62±1.33 18（27.7%） 17（26.2%） 30（46.1%）
自分にとってプラスだ 2.56±1.37 19（29.7%） 14（21.9%） 31（48.4%）
許せない 2.28±1.23 10（15.6%） 17（26.6%） 37（57.8%）
周りの反応が気になる 2.14±1.13 9（14.1%） 18（28.1%） 37（57.8%）
ありがたい 1.98±1.26 11（17.2%） 10（15.6%） 43（67.2%）
うれしい 1.49±1.01 3（  4.7%） 9（14.1%） 52（81.2%）
1．数値は回答件数（割合）を示す．






















精神的に強くなった 3.73±1.27 40（62.5%） 14（21.9%） 10（15.6%）
技術が伸びた 2.72±1.33 18（28.1%） 20（31.3%） 26（40.6%）
自信がついた 2.57±1.32 15（23.4%） 20（31.3%） 29（45.3%）
大きな大会に出場できた 2.55±1.28 12（18.7%） 25（39.1%） 27（42.2%）
指導者との信頼関係ができた 2.51±1.32 13（20.3%） 22（34.4%） 29（45.3%）
思うようにプレーができるようになった 2.46±1.16 9（13.9%） 29（44.6%） 27（41.5%）
さらにクラブに行きたくなった 2.36±1.12 9（14.1%） 26（40.6%） 29（45.3%）
1．数値は回答件数（割合）を示す．







感謝している 3.33±1.44 31（48.4%） 17（26.6%） 16（25.0%）
ありがたい 3.02±1.43 25（39.0%） 19（29.7%） 20（31.3%）
何も思わない 2.58±1.54 17（26.2%） 19（29.2%） 29（44.6%）
許せない 1.88±1.16 5（  7.8%） 15（23.4%） 44（68.8%）
1．数値は回答件数（割合）を示す．
2． 「当てはまる」は 5 と 4 の回答の合計を，「どちらでもない」は 3 の回答を，「当てはまらない」
は 2 と 1 の回答の合計を示す．
表 7　暴力行為の必要性
経験あり 経験なし 合計
必要 1（  1.8%） 9（  5.6%） 10
場合によっては必要 46（70.2%） 40（25.0%） 46
必要でない 18（28.0%） 112（69.4%） 130











規則を守らなかった時 必要性の認識 2.88±1.25 2.61±1.23
将来の可能性 2.43±1.33 2.18±1.21
言ったことができなかった時 必要性の認識 2.75±1.11 1.49±0.81
将来の可能性 2.13±1.19 1.33±0.67
プレーを上達させたい時 必要性の認識 2.75±1.30 1.69±1.03
将来の可能性 2.25±1.29 1.37±0.45
ミスを連発した時 必要性の認識 2.68±1.20 1.63±0.96
将来の可能性 2.33±1.29 1.37±0.73
試合に勝たせたい時 必要性の認識 2.61±1.31 1.63±1.04
将来の可能性 2.22±1.33 1.39±0.79
反抗した時 必要性の認識 2.63±1.28 2.03±1.12
将来の可能性 2.19±1.26 1.69±1.02
質問に答えなかった時 必要性の認識 2.35±1.09 1.61±0.90
将来の可能性 1.95±1.10 1.40±0.72






















































































 2）朝日新聞，体罰を考える 2「連覇の陰で練習漬け，優しさ届かず」2006 年 6 月 10 日
 3）朝日新聞，体罰を考える 3「自分の不祥事，報告できず理事長辞任」2006 年 6 月 11 日
 4）朝日新聞，体罰を考える 4「暴力の連鎖「拳より言葉」模索続く」2006 年 6 月 12 日
 5）朝日新聞，体罰を考える 1「成果求め情熱暴走」2006 年 6 月 12 日
 6）朝日新聞，体罰を語る 1「指導者から意識改革を」2006 年 6 月 13 日
 7）朝日新聞，体罰を語る 2「生徒への思いが壁破る」2006 年 6 月 14 日
 8）朝日新聞，体罰を語る 5「長所褒め，自主性尊重を」2006 年 6 月 17 日
